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Chat in the Secondary Side Bar

VS Code の右側に位置する
セカンダリサイドバーが、

GitHub Copilot チャットビューの
デフォルトの表示場所

GitHub Copilot チャットを開いたまま
エクスプローラやソース管理など
その他のビューを利用可能



Copilot Edits

複数のファイルに跨って、
GitHub Copilot が

コードの変更や生成を実施



デモンストレーション



Copilot code reviews



Automatic chat participant detection

チャット参加者の例

@workspace

@github

ワークスペース内のコードに関するコンテキストを集められるため、
コードに関するナビゲーションや、関連するクラスやファイルなどの
情報を確認するサポートをしてくれる

GitHubリポジトリやコミット、Issue、プルリクエストなどについて
情報を確認するサポートをしてくれる

チャット参加者を現在行われているチャットの
コンテキストから判断して自動で追加



Control current editor context

Copilot Chat は現在表示しているコードを
コンテキストとして自動的に追加する。

ただし、そのコードが質問とは関連のない場合
にに意図的にコンテキストから外すことが可能



Interactive workspace symbol links

Copilot Chat の応答文の中で指し示している
該当コードに対してシンボリックリンクの追加



Fix using Copilot action in the Problem hover

エディタ上で問題表示されている箇所にカーソルを合わせることで
Copilot を使用して問題修正するアクションを表示



Workspace indexing

“GitHub Copilot: Build Local Workspace index” コマンドにより
明示的にインデックスの作成を開始可能

数多くのファイルを含むワークスペースの
インデックスには時間がかかる場合があり、
インデックス作成中に質問すると警告表示



Semantic search results (September Update) /
Sort by relevance in Semantic Search (Experimental)

GitHub Copilot により
意味的に関連性のある検索

(セマンティック検索)を実施



September 2024
(version 1.94)



Switch language models in chat

GitHub Copilotがマルチモデル対応し、
Anthropic, Google, OpenAI の
主要モデルを選択可能

以下のモデルを使用可能
(As of Nov 17, 2024)

Anthropic
❖ Claude 3.5 Sonnet
Google
❖ Gemini 1.5 Pro
OpenAI
❖ GPT-4o
❖ o1-preview
❖ o1-mini



Switch language models in chat (Sample 1/2)

OpenAI
❖ GPT-4o

Google
❖ Gemini 1.5 Pro

Anthropic
❖ Claude 3.5 Sonnet



Switch language models in chat (Sample 2/2)

OpenAI
❖ o1-mini

OpenAI
❖ o1-preview



GPT-4o in Inline Chat

Inline Chat (Ctrl + I) で GPT-4o  利用可能



GPT-4o in Quick Chat

Quick Chat (Ctrl+Shift+Alt+L) で GPT-4o  利用可能



File suggestions in chat

チャット入力欄でファイル名の提案 (#ファイル名の一部) 
を入力するとファイル候補一覧が表示される



Improved file links in chat responses

アイコン表示

ドラッグ＆ドロップ

完全なファイルパスの
フローティング表示

右クリックからの
ファイル操作



Drag and drop files to add chat context

ドラッグ＆ドロップで
ファイルをチャットの
コンテキストに追加



Refreshed chat user experience

‘@’ をクリックして
チャット参加者や
スラッシュコマンドの入力



Semantic search results

GitHub Copilot により
意味的に関連性のある検索

(セマンティック検索)を実施



Automated test setup (Experimental)

ワークスペース内のコードに対して
自動テスト構成を設定するサポート



Start debugging from Chat (Preview)

‘@vscode/startDebugging’ コマンドにより起
動構成を作成しCopilot チャットから
シームレスにデバッグ実行が可能



Chat in Command Center (Preview)

様々なチャットの開始や
プロンプトへのコンテキストのアタッチに

素早くアクセス可能

Copilot チャット (セカンダリサイドバー)

Copilot エディット (セカンダリサイドバー)

指定ファイルをチャットのコンテキスに追加

指定範囲をチャットのコンテキスに追加

指定ファイルを Edit のコンテキスに追加

指定範囲を Edit のコンテキスに追加

インラインチャット

クイックチャット



Custom instructions (Experimental)

settings.json

コードを生成する
全ての Copilot リクエストに追加される

一連の命令を定義

コード規約例



Custom instructions (Experimental)

コーディング規約適用なし
(デフォルト)

コーディング規約適用あり
(Custom Instruction有効)



デモンストレーション



GitHub Copilot Extensions



Build and deploy with the tools you love in Copilot Chat

GitHub Copilot を拡張し API、ドキュメント、ガイドを備えた
独自の開発者プラットフォームをを構築



Explore Extensions

GitHub Marketplace Visual Studio Marketplace



GitHub Copilot for Azure



GitHub Copilot for Azure (Preview)

GitHub Copilot for Azureはユーザーのコンテキストを理解した上で回答
✓ 利用可能なMicrosoft Azureのリソースや使用状況
✓ システムに適したMicrosoft Azureのサービス
✓ テンプレートやデプロイの方法など



デモンストレーション

@azureサンプルアプリケーション chatgpt-
quickstart をazd テンプレートを使用して作成と
デプロイをするサポートをしてください。

@azure ‘azd init’ コマンドとは何をするもので
すか？

@azureこのテンプレートで何が作成されます
か？

@azure 'azd init' を実行したあと、何をしたら
いいですか？

@azureクリーンアップするにはどうしたらい
いですか？

@azure今作られているリソースのランニング
コストについて教えてください。



Key Takeaways



本日伝えたかったこと
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